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（百万円未満切捨て）  

１．平成 21 年３月期第 2四半期の連結業績（平成 20 年４月１日 ～ 平成 20 年９月 30 日） 
(1) 連結経営成績（累計）                         （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21 年３月期第 2四半期 766 － 40 － 41 － 30 －

20 年３月期第 2四半期 713 － 41 － 39 － 18 －

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
純 利 益 

 円 銭 円 銭

21 年３月期第 2四半期 2,268 84 － －

20年３月期第 2四半期 1,412 18 － －

 (2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

21 年３月期第 2四半期 1,592 1,372 86.2 102,883 18

20 年３月期 1,578 1,342 85.0 100,614 34

（参考）自己資本 21 年３月期第 2四半期  1,372 百万円  20 年３月期   1,342 百万円 

 
（注） 平成 20 年 3 月期は、事業年度末日の変更により、平成 19 年 7 月 1 日から平成 20 年 3 月 31 日までの 9

ヶ月決算となります。平成 20 年 3 月期第 2 四半期（累計）は、平成 19 年 7 月 1 日から平成 19 年 12 月
31 日となっております。 

 
 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 
第１ 

四半期末 
第 2 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期末 年間 

  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭

20 年 3 月期 － － － － － － － － 0 0 

21 年 3 月期 － － － － － － － － 0 0 

21 年 3 月期（予想） － － － － － － － － 0 0 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  ： 無 

 
３．平成 21 年３月期の連結業績予想（平成 20 年４月１日 ～ 平成 21 年３月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通     期 1,544 － 80 － 74 － 49 － 3,723 70

（注） 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  ：  無 
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４．その他 
(1)  期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無 

新規 －社（社名   ）  除外 －社 
 
(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 

〔（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。〕 
 
(3)  四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のた
めの基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 
② ①以外の変更 ：無 
〔（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。〕 

  
(4) 発行済株式数（普通株式） 
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年 3月期第 2四半期 13,343 株 20 年 3 月期 13,343 株

② 期末自己株式数 21年 3月期第 2四半期 －株 20 年 3 月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年 3月期第 2四半期 13,343 株 20 年 3 月期第 2四半期 13,343 株

 
 
【業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項】 
当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財
務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、
「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 
連結・個別業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社において判断したもの
であり、リスクや不確定要素が含まれており、実際の成果や業績等は記載の予測とは異なる可能性
があります。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第 2四半期におけるわが国経済は、アメリカの金融危機による影響を受け、株価の低迷や為替

相場の不安定な状態が続き、先行きの景況感は厳しい状況が予想されております。このような状況

の中、当社グループでは、引き続き販売目標の必達を重点課題として事業展開を行ってまいりまし

た。7月には、企業の人材・組織戦略のための専門イベント「ヒューマンキャピタル 2008」への出

展や日本オラクル社主催の「オラクルマスターを目指す技術者のためのセミナー」等での講演など、

当社の認知度アップのための活動を積極的に行いました。 

その結果、当第 2四半期累計期間の業績は、売上高 766 百万円、営業利益 40 百万円、経常利益 41

百万円、四半期純利益 30 百万円となりました。 

売上高につきましては、ほぼ予定通りに推移したものの利益は予定を大幅に上回りました。利益

増加の主な要因といたしましては、利益率の高い iLearning 事業の法人向けサーバーソフトウエア

「iStudy Enterprise Server」の大型案件が早期成約したことや、人材事業における人材紹介案件

の成約、またグループ全体で継続的に経費削減に取り組んでいる成果によるものであります。 

 

事業別の概況は以下のとおりであります。 

〔iLearning 事業〕 

iLearning 事業につきましては、９月末リリースに向けて IT スキル標準（ITSS）の最新バージョ

ンである V3 に対応したスキル診断サービスの提供を開始いたしました。また既存のビデオ映像とマ

イクロソフト社の PowerPoint を簡単に連動できる教材作成ツール「iStudy Presenter」を開発し９

月末より発売いたしました。法人向けサーバーソフトウエア「iStudy Enterprise Server」につい

ては、当下半期に受注を見込んでいた案件が早期成約いたしました。その結果、売上高は、293 百万

円、営業利益 21 百万円となりました。 

〔Learning 事業〕 

Learning 事業につきましては、９月に日本オラクル社が提供するサーバー仮想化ソフトウェア

「Oracle VM」を採用し、研修サービス運営のためのサーバー環境を刷新いたしました。今後は「Oracle 

VM」を活用したシステム構築のノウハウを研修ビジネスの協業パートナーにも提供し、日本オラク

ル社が推進するサーバー仮想化ビジネスを共同で推進していく予定です。当下半期からは、景気の

低迷により企業の教育予算削減傾向が予想されますが、当上半期においては、Oracle 定期研修を中

心に売上高は順調に推移し、売上高は 238 百万円、営業利益 16 百万円となりました。 

〔人材紹介・派遣事業〕 

人材紹介・派遣事業につきましては、アメリカ経済低迷の影響で技術翻訳関連売上に若干影響が

あったものの、Web関連を中心に人材派遣、人材紹介売上が順調に推移いたしました。併せて新人エ

ンジニアの早期育成、Oracle/DBエンジニアの潜在的転職希望者の顕在化に注力いたしました。販管

費については、採用メディア等の広告費を抑え利益確保に努めました。 その結果売上高は238百万

円、営業利益18百万円となりました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

(1) 資産、負債及び純資産の状況 

当第 2四半期末の資産は、前連結会計年度末に比べて 14 百万円増加し、1,592 百万円となりまし

た。これは主にのれん償却、減価償却費等への振替による固定資産の減少 22 百万円があったものの

現預金が 35 百万円増加したことなどによるものであります。負債は前連結会計年度末に比べて 16

百万円減少し、219 百万円となりました。これは主に前受収益の増加 8百万円があったものの、未払

法人税等 16 百万円、未払消費税等 8百万円の減少などによるものであります。純資産は前連結会計

年度末に比べて 30 百万円増加し、1,372 百万円となりました。これは利益剰余金の増加 30 百万円に

よるものであります。 

 

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第 2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、487 百万

円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、41 百万円となりました。主な収支では、税金等調整前第 2 四半期

純利益が 41 百万円、売上債権の減少による収入 6 百万円、のれん償却費 16 百万円、減価償却費 14

百万円、たな卸資産の増加による支出 11 百万円、法人税の支払額による支出 25 百万円等があった

ことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の支出した資金は、6百万円となりました。これは主に固定資産の購入による支出 5百万円、

事務所の家賃変更に伴う敷金の差入れによる支出 1百万円等による支出であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第 2 四半期連結会計期間末においては、財務活動によるキャッシュ・フローは発生しませんでし

た。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

当第 2四半期連結累計期間の業績につきましては、平成 20 年 10 月 24 日に上方修正で公表してお

ります。しかしながら、通期につきましては、アメリカの金融危機による影響を受け、株価の低迷

や為替相場の不安定な状態が続き、先行きの景況感は厳しい状況が予想され、各企業の教育関連費

用の削減等が懸念されることから現時点において通期の業績予想について修正はございません。 

 

４. その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期
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財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。

また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
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５．【四半期連結財務諸表】 

(1)【四半期連結貸借対照表】 

 

 （単位：千円）

 
当第 2四半期連結会計期間末 

(平成 20 年 9 月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 20 年 3 月 31 日) 

資産の部   

  流動資産   

    現金及び預金 585,099 549,738 

    売掛金 208,546 216,890 

    有価証券 10,091 10,072 

    商品及び製品 20,671 7,420 

  仕掛品 1,770 2,943 

    原材料及び貯蔵品 1,052 1,989 

    前払費用 15,200 12,821 

    その他 3,192 4,794 

    貸倒引当金 △4,189 △1,598 

 流動資産合計 841,434 805,073 

  固定資産   

    有形固定資産   

      建物（純額） 15,601 16,515 

      工具、器具及び備品（純額） 26,258 25,575 

      有形固定資産合計 41,859 42,090 

    無形固定資産   

      ソフトウエア 12,579 16,065 

      のれん 639,579 660,075 

      その他 3,155 1,175 

      無形固定資産合計 655,314 677,315 

    投資その他の資産   

      敷金及び保証金 47,263 46,043 

      その他 8,498 7,522 

   貸倒引当金 △2,183 － 

      投資その他の資産合計 53,577 53,565 

    固定資産合計 750,751 772,972 

  資産合計 1,592,186 1,578,045 
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 （単位：千円）

 
当第 2四半期連結会計期間末 

(平成 20 年 9 月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 20 年 3 月 31 日) 

負債の部   

  流動負債   

    買掛金 82,871 75,419 

    未払金 33,424 38,030 

    前受金 34,705 37,320 

    前受収益 28,412 19,630 

    未払法人税等 11,479 27,942 

    未払消費税等 8,149 17,120 

    その他 7,746 9,649 

    流動負債合計 206,789 225,115 

固定負債   

    退職給付引当金 12,322 10,215 

    繰延税金負債 190 216 

    固定負債合計 12,512 10,432 

 負債合計 219,301 235,548 

純資産の部   

株主資本   

    資本金 346,872 346,872 

    資本剰余金 982,320 982,320 

    利益剰余金 43,576 13,303 

    株主資本合計 1,372,770 1,342,497 

 新株予約権 114 － 

  純資産合計 1,372,884 1,342,497 

負債純資産合計 1,592,186 1,578,045 
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(2)【四半期連結損益計算書】 

【第 2四半期連結累計期間】 

（単位：千円） 

 当第 2四半期連結累計期間 

(自 平成 20 年 4月 1日 

 至 平成 20 年 9月 30 日) 
売上高 766,764 

売上原価 462,317 

売上総利益 304,446 

販売費及び一般管理費  

  役員報酬 32,433 

  減価償却費 8,478 

  貸倒引当金繰入額 5,250 

  給料手当及び賞与 95,980 

  退職給付引当金繰入額 2,106 

  法定福利費 14,101 

  のれん償却額 16,356 

  支払報酬 11,197 

  賃借料 18,068 

  広告宣伝費及び販売促進費 17,084 

  その他 43,106 

  販売費及び一般管理費合計 264,162 

営業利益 40,284 

営業外収益  

  受取利息 718 

 無効ユニット収入 3,977 

  その他 931 

  営業外収益合計 5,627 

営業外費用  

 証券事務取扱手数料 2,293 

  その他 2,009 

  営業外費用合計 4,303 

経常利益 41,607 

特別利益  

  貸倒引当金戻入額 475 

  特別利益合計 475 

特別損失  

  投資有価証券評価損 1,000 

  特別損失合計 1,000 

税金等調整前四半期純利益 41,082 

法人税、住民税及び事業税 10,111 

法人税等調整額 697 

法人税等合計 10,809 

四半期純利益 30,273 
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【第 2四半期連結会計期間】 

（単位：千円） 

 当第 2四半期連結会計期間 

(自 平成 20 年 7月 1日 

 至 平成 20 年 9月 30 日) 
売上高 397,643 

売上原価 225,868 

売上総利益 171,775 

販売費及び一般管理費  

  役員報酬 16,390 

  減価償却費 4,295 

 貸倒引当金繰入額 155 

  給料手当及び賞与 50,022 

  退職給付引当金繰入額 262 

  法定福利費 7,189 

  のれん償却額 8,178 

  支払報酬 5,605 

  賃借料 9,135 

  広告宣伝費及び販売促進費 12,959 

  その他 20,419 

  販売費及び一般管理費合計 134,612 

営業利益 37,162 

営業外収益  

  受取利息 599 

 無効ユニット収入 826 

  その他 145 

  営業外収益合計 1,572 

営業外費用  

 証券事務取扱手数料 1,315 

  その他 730 

  営業外費用合計 2,045 

経常利益 36,689 

特別損失  

  投資有価証券評価損 427 

  特別損失合計 427 

税金等調整前四半期純利益 36,262 

法人税、住民税及び事業税 5,062 

法人税等調整額 △408 

法人税等合計 4,653 

四半期純利益 31,608 
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

 

（単位：千円） 

 当第 2四半期連結累計期間 

(自 平成 20 年 4月 1日 

 至 平成 20 年 9月 30 日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

  税金等調整前四半期純利益 41,082 

  減価償却費 14,499 

  のれん償却額 16,356 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,775 

 受取利息及び受取配当金 △718 

 為替差損益（△は益） 0 

  売上債権の増減額（△は増加） 6,160 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △11,139 

  仕入債務の増減額（△は減少） 7,451 

  長期前払費用償却額 557 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,106 

  有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 1,000 

  その他 △14,805 

  小計 67,325 

  利息の受取額 551 

  法人税等の支払額 △25,898 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 41,978 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

  固定資産の取得による支出 △5,665 

  その他 △1,219 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △6,885 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 35,093 

現金及び現金同等物の期首残高 452,320 

現金及び現金同等物の四半期末残高 487,413 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。

また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第2四半期連結会計期間（自 平成20年4月1日  至 平成20年9月30日） 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第2四半期連結累計期間（自 平成20年4月１日 至 平成20年9月30日） 

（単位：千円） 

 
iLearning

事業 

Learning事

業 

人材 

紹介・派遣

事業 

計 
消去又は全

社 
連結 

売上高       

(1) 外部顧客に対する 

売上高 
293,272 238,248 235,243 766,764 － 766,764

(2) セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ － 2,766 2,766 （2,766） －

計 293,272 238,248 238,010 769,530 （2,766） 766,764

営業費用 272,035 222,089 219,121 713,247 13,233 726,480

営業利益 21,236 16,158 18,888 56,283 （15,999） 40,284

（注）1. 事業区分の方法 

事業は、製品等の種類、性質及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

2. 事業の主な内容 

(1) iLearning事業 E-Learning学習ソフトウｪア「iStudyシリーズ」及びE-Learning、スキル管理サ

ーバソフトウェア「iStudy Enterprise Server」の開発・販売 

(2) Learning事業 Oracle認定研修・IBM認定研修 

(3) 人材紹介・派遣事業 ITエンジニア向けの転職、派遣紹介 

3. 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能費用は16,356千円であり、主に連結上発生し

たのれん償却額であります。 

 

【所在地別セグメント情報】 

当第2四半期連結累計期間（自 平成20年4月１日 至 平成20年9月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外子会社がないため、該当事項はありませ

ん。 

 

【海外売上高】 

当第2四半期連結累計期間（自 平成20年4月１日 至 平成20年9月30日） 

該当事項はありません。 
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(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第2四半期連結累計期間（自 平成20年4月１日 至 平成20年9月30日） 

該当事項はありません。 

 

(7) 重要な後発事象 

① 資本準備金の額の減少について 

平成 20 年 10 月 31 日開催の取締役会において、平成 21 年 1 月 6 日開催を予定している臨時

株主総会に、下記のとおり資本準備金の額の減少について付議することを決議いたしました。 

i 資本準備金の額の減少の目的 

自己株式の取得等今後の柔軟な資本政策に備えるために、会社法第 448 条第 1 項の規定

に基づき資本準備金の額を減少するものであります。 
 

ⅱ 資本準備金の額の減少の要領 

平成20年3月31日現在の資本準備金296,109,483円のうち208,109,483円を減少させ、

その他資本剰余金に振り替えます。なお、減少後の資本準備金の額は、88,000,000 円とな

ります。 
 

ⅲ 資本準備金減少の日程 

(1) 取締役会決議日         平成 20 年 10 月 31 日 

(2) 株主総会決議日         平成 21 年 1 月 6 日（予定） 

(3) 債権者異議申述最終期日     平成 21 年 2 月 6 日（予定） 

(4) 資本準備金減少効力発生日    平成 21 年 2 月７日（予定） 

ⅳ 今後の見通し 

資本準備金の額の減少は、「純資産の部」の勘定の振替処分であり、当社の純資産額の変

動はなく、本件が当社の業績に与える影響はございません。 

 

② 自己株式の取得について 

平成 20 年 10 月 31 日開催の取締役会において、会社法第 165 条第 3 項の規定により読み替え

て適用される同法第 156 条の規定に基づき、下記のとおり自己株式の取得を行うことを決議い

たしました。 

ⅰ 自己株式の取得を行う理由 

経営環境の変化に対応して、機動的な資本政策を遂行するためであります。 

ⅱ 取得の内容 

(1) 取得する株式の種類   当社普通株式 

(2) 取得する株式の総数   100 株  （発行済株式総数に対する割合 0.75％） 

(3) 取得価額の総額      500 万円（上限） 

(4) 自己株式取得の日程   平成 20 年 11 月 4 日から平成 21 年 3 月 31 日 

(5) 取得方法           東京証券取引所における市場買付 
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【参考】 

前中間連結損益計算書 

 

前中間連結会計期間
(自 平成19年７月１

日 
至 平成19年12月31

日) 

区分 金額(千円) 百分比(％)

Ⅰ 売上高 713,856 100.0

Ⅱ 売上原価 424,664 59.5

売上総利益 289,191 40.5

Ⅲ 販売費及び一般管理費 247,727 34.7

営業利益 41,463 5.8

Ⅳ 営業外収益 3,792 0.5

Ⅴ 営業外費用 5,598 0.8

経常利益 39,657 5.5

Ⅵ 特別利益 538 0.1

税金等調整前中間純利益 40,196 5.6

法人税、住民税及び 
事業税 

25,363 3.6

法人税等調整額 △4,009 △0.6

中間純利益 18,842 2.6

（注） 平成 20 年 3 月期は、事業年度末日の変更により、平成 19 年 7 月 1 日から平成 20 年 3 月 31 日までの 9
ヶ月決算となります。平成 20 年 3 月期第 2 四半期（累計）は、平成 19 年 7 月 1 日から平成 19 年 12 月
31 日となっております。 
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